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■発行／西川町役場
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新潟県西蒲原郡西川町大字
旗屋585－1
@0256－88－3111
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■編集／企画課・企画広報係

ホームページアドレス
http://www.niigata-inet.or.jp/
nisikawa/

メールアドレス
nisikawa＠niigata-inet.or.jp

№ 613

　過去の広報紙をイン 
ターネットを通じてダ 
ウンロードできます。 
　詳しくは町のホーム 
ページをご覧ください！ 

10月20日（日）３小学校で文化祭が開催されました。
子どもたちは、一生懸命に作った作品を見てもらおうと、

お父さん、お母さんの手を引っ張っていました。
（バザーの様子　鎧郷小にて）

特 集
・合併情報
～政令指定都市制度～ …………………………………………………P4

・税だより ～所得税～ ………………………………………………P7

・越後にしかわ時代激まつり …………………………………P8

・街かどスケッチ
「西川町ゆかりの文人展」「文芸にしかわ」他 ………………………P10

・青少年海外研修 ～オーストラリア～

・嶋　沙織さん、田中　綾さん ……………………………………P11

・お知らせ・情報
「保育園児の新規受付」「家族への思い」他 …………………………P12

・町民のうごき
「わたしの作品」「わが家の人気者」他 ………………………………P16

大
泉
さ
ん
は
「
サ
ク
ラ
ン
ボ
畑
で
は
毎
日
脚
立

に
乗
っ
て
い
る
か
ら
高
い
所
に
は
慣
れ
て
い
る
。

馬
は
初
め
て
だ
け
ど
代
官
に
な
っ
た
気
分
で
最
高

だ
ね
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

・町長へのはがき …………………………………………………P3
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問い合わせ

企画課

企画広報係

内線222

ご質問の要旨

現在の教育問題は混沌としていて、意見も立場によってバラバラの
ような気がします。子どもたちの目線に立った教育問題の議論がされ
ていなかったのではないでしょうか。そこで、西川町の教育問題を主
題としてパネルディスカッションを開催してほしい。（例えば、議会
議員代表、小中学校代表、PTA代表、学識経験者など。）

学校の教育問題については、西川町は昨年度より小中学生に学校
評議委員を置いて、地域に開かれた学校づくりに努めていますし、
また省令の制度により今後学校の教育活動について、結果の公表や
情報の積極的な提供も行われますので、町民の皆さんには十分ご理
解いただけるものと思っています。したがって、ご提案のパネルディ
スカッション等については、今のところ考えていませんのでご理解
いただきたいと思います。 ―――――――――（学校教育課）

回　答

ご質問の要旨

いろんな本がそろった図書館がほしいです。

現在、西川町には福祉会館内に図書室がありますが、部屋の大き
さからなかなか町民の皆さんのご要望に添えないのが現状です。
住民意識調査の結果でも図書館が望まれていることから、町では

今、図書館を含めた生涯学習施設をつくるため、住民代表や関係行
政機関の代表で構成された「図書館等建設検討委員会」で、どのよ
うな図書館にしたらよいかを検討していますので、いただいた要望
が実現できるものと考えています。―――（社会教育課社会教育係）

回　答

ご質問の要旨

役場周辺に公共施設・文化施設を集中させることを将来の町づくり
の基本にしてほしい。案として役場周辺の土地を町有化し、図書館を
含む生涯学習センター、総合体育館、温水プール、共同駐車場、公園
と一体化させてはどうでしょうか。ちょっと車を走らせれば10分程度
で中心部に行ける町です。維持管理費や経済効果も期待できると思い
ます。

西川町の将来を展望した総合的な町づくりの展開には、長期的な
観点での土地利用による町づくりが必要と考えています。
ご提案については、今後計画します行政計画の中でも配慮し検討

していきたいと考えています。
―――――――――（企画課企画広報係）

回　答

ご質問の要旨

倉品医院の交差点で広い道路に止まれの標識はあるのですが、止ま
らない車を見かけます。広い道路の方が交通量は多いと思われますの
で、事故が起きないうちにご検討をお願いします

県道五千石線（本町通り）が優先道路になっているため、その県
道と平行に走っている道路が優先道路となりますので、大成橋へ上
がっていく道路のほうが「止まれ」の標識がつく形になります。ま
た、大成橋から降りてくるときにあるカーブでの交通事故対策でも
「止まれ」がついています。
なお、事故防止対策のため、現在表示してある停止線および「止

まれ」の表示が見えにくくなっているので公安委員会へ書き換えの
要望をしたところです。 ―――――――――（総務課広域情報係）

回　答

町
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
・
要
望
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
く
た
め
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
提
言
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
「
町
長
へ
の
は
が
き
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
な
お
、
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
内
容
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

ふれあい 
公園● 

竹園高校 文 

西　川 

県　道 

←至巻町 

倉品医院 至
116
号
線
↓ 

大
成
橋 
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第
２
回
新
潟
地
域
合
併
問
題
協
議
会
で
決
議
の
あ
っ
た
「
政
令

指
定
都
市
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
と
は
、
地
方
自

治
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
政
令

で
指
定
す
る
人
口
50
万
人
以
上
の

市
」
を
い
い
ま
す
。

現
在
、
札
幌
市
・
仙
台
市
・
千

葉
市
・
川
崎
市
・
横
浜
市
・
名
古

屋
市
・
京
都
市
・
大
阪
市
・
神
戸

市
・
広
島
市
・
北
九
州
市
・
福
岡

市
の
12
市
が
政
令
指
定
都
市
に

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
市
は
、

い
ず
れ
も
人
口
は
も
ち
ろ
ん
、
財

政
規
模
も
大
き
く
、
歴
史
と
風
格

を
備
え
日
本
を
代
表
す
る
大
都
市

と
い
え
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
制
度
は
、
大
都

市
に
お
け
る
行
政
運
営
を
効
率
的

に
行
う
た
め
に
創
設
さ
れ
た
制
度

で
す
。
大
都
市
に
お
い
て
は
、
人

口
や
産
業
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
が
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
行
政
需
要
が
増
大
し
、
質
的

に
も
高
度
で
多
種
多
様
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
方
自
治
法
や
そ

の
他
の
法
令
に
お
い
て
、
一
般
の

市
と
は
違
う
行
政
制
度
及
び
財
政

制
度
上
の
特
例
を
定
め
て
、
住
民

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
事
務
や
権

限
を
都
道
府
県
か
ら
政
令
指
定
都

市
に
移
し
、
大
都
市
行
政
の
合
理

的
・
能
率
的
な
運
営
を
図
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

政
令
指
定
都
市
制
度
と
は 

政
令
指
定
都
市
制
度
と
は 

市　名 
横 浜 市 
名古屋市 
京 都 市 
大 阪 市 
神 戸 市 
北九州市 

政令市移行年 
昭和31年9月 
昭和31年9月 
昭和31年9月 
昭和31年9月 
昭和31年9月 
昭和38年4月 

人口（人） 
3,426,651 
2,171,557 
1,467,785 
2,598,774 
1,493,398 
1,011,471

面積（㎞2） 
437.12 
326.45 
610.22 
221.27 
549.94 
484.25

市　名 
札 幌 市 
川 崎 市 
福 岡 市 
広 島 市 
仙 台 市 
千 葉 市 

政令市移行年 
昭和47年4月 
昭和47年4月 
昭和47年4月 
昭和55年4月 
平成元年4月 
平成 4年4月 

人口（人） 
1,822,368 
1,249,905 
1,341,470 
1,126,239 
1,008,130 
887,164

面積（㎞2） 
1,121.12 
142.70 
339.38 
741.75 
788.09 
272.08

※人口〔平成12年国勢調査人口〕（平成12年10月1日現在） 
※面積〔国土交通省国土地理院　全国都道府県市町村別面積調〕（平成12年10月1日現在） 

■全国の政令指定都市

問い合わせ
総務課広域情報係
内線213



巻町 西川町 

岩室村 

吉田町 

燕市 
田上町 五泉市 

小須戸町 

白根市 

月潟村 
中之口村 

潟東村 
味方村 

新津市 
京ヶ瀬村 

新潟市 

亀田町 

横越町 

豊栄市 

水原町 笹神村 

安田町 

聖籠町 

豊浦町 

新発田市 
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特
集
・
合
併
情
報

力
な
ど
、
大
都
市
の
経
営
に
対

応
で
き
る
行
財
政
能
力
が
備

わ
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
　
都
市
的
形
態
・
機
能
を
備
え

て
い
る
こ
と
。

⑥
　
行
政
区
を
設
置
し
、
区
の
事

務
を
処
理
す
る
体
制
（
区
役
所
）

が
実
質
的
に
整
っ
て
い
る
こ

と
。

⑦
　
政
令
指
定
都
市
移
行
に
つ
い

て
、
県
と
市
の
意
見
が
一
致
し

て
い
る
こ
と
。

町
村
が
合
併
す
る
と
人
口
は
お

よ
そ
77
万
人
と
な
り
ま
す
。）

②
　
人
口
密
度
が
２，
０
０
０

人
／
　
程
度
で
あ
る
こ
と
。

（
12
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合

お
よ
そ
１，
２
５
３
人
／
　
）

③
　
第
１
次
産
業
就
業
人
口
比
率

が
全
就
業
人
口
比
率
の
10
％
以

下
で
あ
る
こ
と
。（
12
市
町
村

合
併
の
場
合
　
お
よ
そ
４
・

７
％
）

④
　
県
か
ら
の
移
譲
事
務
を
適
正

か
つ
能
率
的
に
処
理
で
き
る
能

政
令
指
定
都
市
は
、
地
方
自
治

法
に
よ
り
「
政
令
で
指
定
す
る
人

口
50
万
人
以
上
の
市
」
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
都
市

の
規
模
や
行
財
政
能
力
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
要
件
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
政
令
指
定
都
市

の
状
況
を
み
る
と
、
概
ね
次
の
よ

う
な
要
件
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
　
人
口
１
０
０
万
人
程
度
で
あ

る
こ
と
。（
現
在
は
70
万
人
程

度
と
緩
和
さ
れ
て
お
り
、
12
市

が
あ
り
ま
す
。

（
４
）
財
政
上
の
特
例

政
令
指
定
都
市
移
行
に
伴
う

事
務
移
譲
や
行
政
組
織
の
変
更

な
ど
に
よ
る
新
た
な
行
政
需
要

に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
財
源

の
譲
与
や
、
交
付
金
・
支
出
金

に
つ
い
て
増
額
な
ど
の
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。

（
２
）
行
政
関
与
上
の
特
例

知
事
の
承
認
、
許
可
、
認
可

な
ど
の
関
与
を
要
し
て
い
る
事

務
に
つ
い
て
、
そ
の
関
与
を
な

く
し
、
ま
た
は
、
知
事
の
関
与

に
代
え
て
直
接
、
主
務
大
臣
の

関
与
に
な
り
ま
す
。

（
３
）
行
政
組
織
上
の
特
例

区
を
設
置
す
る
な
ど
の
特
例

政
令
指
定
都
市
は
、
一
般
の
市

と
違
い
、
大
都
市
と
し
て
の
特
例

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
事
務
配
分
上
の
特
例

県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
民
生
、
保
健
衛
生
、
都

市
計
画
な
ど
に
関
す
る
事
務
を

政
令
指
定
都
市
の
事
務
と
し
て

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
の
特
徴 
政
令
指
定
都
市
の
特
徴 

政
令
指
定
都
市
に
な
る
た
め
の
要
件 

政
令
指
定
都
市
に
な
る
た
め
の
要
件 

新潟地域合併問題協議会
会議録の閲覧ができます
現在、当町を含む12市町村で構成してい

る市町村合併の任意協議会である「新潟地
域合併問題協議会」の会議録は次の場所で
閲覧できます。

●閲覧場所
・役場総務課
・福祉会館図書室

また、西川町のホームページでもご覧に
なることができます。
合併に関するご意見・ご質問は総務課広

域情報係（内線213）へお問い合わせくだ
さい。

■新潟地域合併問題協議会参加市町村

平成12年国勢調査人口 

面積 

769,441人 

613.81㎞2

合併後の規模 

km
2

km
2
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政
令
指
定
都
市
制
度
の
メ
リ
ッ
ト 
政
令
指
定
都
市
制
度
の
メ
リ
ッ
ト 

政
令
指
定
都
市
は
、
一
般
の
市

と
異
な
る
「
特
例
」
が
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

①
　
身
近
で
き
め
細
か
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

②
　
行
政
事
務
サ
ー
ビ
ス
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

が
で
き
る

③
　
財
政
的
に
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
が
で
き
る

な
ど
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

①

身
近
で
き
め
細
か
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

政
令
指
定
都
市
に
な
る
と
、

一
般
的
に
人
口
10
万
人
〜
20
万

人
程
度
を
目
安
に
、
市
内
に
い

く
つ
か
の
行
政
区
が
設
け
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
に
区
役
所

が
置
か
れ
ま
す
。

区
役
所
で
は
、
戸
籍
や
住
民

登
録
、
印
鑑
登
録
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
健
康
保
険
、
各
種
福
祉
事

務
、
住
民
相
談
、
広
報
広
聴
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
社
会
教
育
な

ど
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
事

務
の
ほ
と
ん
ど
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
、
き
め
細
か
な
行
政
を
総
合

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

②
　
行
政
事
務
サ
ー
ビ
ス
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

で
き
る

現
在
、
県
が
行
っ
て
い
る
事

務
の
う
ち
、
住
民
生
活
に
関
わ

り
の
深
い
多
く
の
事
務
を
市
で

直
接
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

そ
の
事
務
の
主
な
も
の
は
、

児
童
・
身
体
障
害
者
・
高
齢
者

な
ど
に
対
す
る
社
会
福
祉
事

務
、
母
子
保
健
・
食
品
衛
生
・

公
害
防
止
対
策
な
ど
の
保
健
衛

生
・
環
境
保
全
事
務
、
国
道
・

県
道
の
管
理
や
交
通
安
全
施
設

の
整
備
な
ど
の
土
木
建
設
、
都

市
計
画
事
務
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
務
処
理
が
、
す

べ
て
市
の
独
自
の
判
断
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
処
理
期

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
　
財
政
的
に
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る

政
令
指
定
都
市
に
は
、
大
都

市
に
ふ
さ
わ
し
い
財
政
上
の
特

例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
油
ガ
ス
譲
与
税
、
軽
油
引

取
税
、
宝
く
じ
発
売
収
益
金
が

新
た
に
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
、
そ
の
他
に
も
地
方
道
路
譲

与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、

交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
が

一
般
の
市
に
比
べ
て
増
額
さ
れ

ま
す
。

さ
ら
に
地
方
交
付
税
が
一
般

の
市
と
は
別
の
基
準
で
算
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
基
準
財
政
需
要

額
が
大
幅
に
増
額
し
、
交
付
金

も
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。こ

れ
ら
の
財
源
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
、

保
健
衛
生
、
道
路
、
下
水
道
、

防
災
体
制
な
ど
、
住
民
生
活
を

よ
り
充
実
さ
せ
、
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
度
高
齢
者
等
の
通
院
、
買
物
、
公
共
機
関
及
び
公

共
施
設
等
へ
の
利
便
性
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
町
内
巡
回
バ
ス
の
試
行

運
行
を
行
い
ま
す
。

試
行
運
行
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
試
行
運
行
の
期
間

平
成
14
年
12
月
か
ら
平
成
15
年
３
月
ま
で
の
４
か
月
間

●
運
行
系
統

鎧
郷
地
区
と
升
潟
地
区
の
２
系
統

●
運
行
回
数
等

・
毎
週
月
曜
日
、
火
曜
日
、
木
曜
日
、
土
曜
日
の
週
４
日

・
１
日
の
運
行
回
数
は
午
前
中
１
往
復
、
午
後
１
往
復
の
計
２
往

復
運
行

・
乗
降
は
町
内
巡
回
バ
ス
停
留
所
に
て
乗
り
降
り
す
る

●
利
用
料
金

無
　
料

●
運
行
の
方
法
等

民
間
バ
ス
事
業
者
へ
委
託
し
、
小
型
バ
ス
を
運
行
す
る
。

な
お
、
運
行
ル
ー
ト
及
び
運
行
時
刻
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
月
25
日
号
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
商
工
振
興
係
　
内
線
２
２
１

保
健
福
祉
課
高
齢
者
対
策
係
　
内
線
１
４
６



　
所
得
税
の
年
末
調
整
と
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
月
か
ら
３
回
に
分
け
て
、
申
告
の
と
き
の
注
意
事
項
や
毎
年
お
問
い
合

わ
せ
の
多
い
事
項
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

保険金を受け取ったとき（生命保険） 

年金を受け取ったとき 

区分 

① 

② 

③ 

④ 

被保険者 支払った人 受取人 保険事故等 

満　　期 

満　　期 

夫の死亡 

夫の死亡 

満　　期 

妻の死亡 

課 税 関 係 

夫の一時所得（※） 
として課税 

妻に贈与税 

妻に相続税 

妻に相続税 
（生命保険契約 
に関する権利） 

夫の一時所得（※） 
として課税 

（※）一時所得の計算式　｛（保険金－支払保険料）－50万円｝×― 21

公的年金等 
の収入金額 

公的年金 
等控除額 

雑所得の金額 － ＝ 

公的年金等 
の収入額 

公的年金等控除額 
　（表にあてはめて計算） 

所得金額 

２８０万円－（２８０万円×２５％＋７５万円）＝１３５万円 

〔公的年金等控除額〕 

［公的年金等］ 

公的年金等控除額は、65歳以上か未満かによって違います。 

●65歳未満の人（昭和13年1月2日以後に生まれた人） 

公的年金等の収入金額 

１３０万円以下 

１３０万円超　４１０万円以下 

４１０万円超　７７０万円以下 

７７０万円超 

公的年金等控除額 

　　　　　　　　 ７０万円 

年金収入×２５％＋３７．５万円 

年金収入×１５％＋７８．５万円 

年金収入×５％＋１５５．５万円 

●65歳以上の人（昭和13年1月1日以前に生まれた人） 

公的年金等の収入金額 

２６０万円以下 

２６０万円超　４６０万円以下 

４６０万円超　８２０万円以下 

８２０万円超 

公的年金等控除額 

　　　　　　　 １４０万円 

年金収入×２５％＋７５万円 

年金収入×１５％＋１２１万円 

年金収入×５％＋２０３万円 

●６７歳、公的年金の収入額が２８０万円とすると、雑所得の金額は、 

この所得金額からさまざまな控除額を差し引いた後、税率をかけて所得税を計算します。 

次回は「夫婦と税」についてお送りします。 

（契約者） 

〈例〉 

　保険金を受け取る場合、そ 
の保険金が死亡によるものか、 
満期によるものか、また、保 
険料を支払った人は誰なのか 
等によって課税方法が違いま 
す。夫婦の関係でみますと表 
のようになります。 

●年金方式で保険金を受け 
取った場合は、その年ごとの 
雑所得として所得税がかかり 
ます。 

　年金収入は雑所得となります。計算方法は次のとおりです。 

詳しくは税務課へお尋ねください。内線151・152
7

税
　
だ
　
よ
　
り 所

得
税
編
①
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恒
例
の
時
代
激
ま
つ
り
が
、
ふ
れ
あ
い
公
園
を
会
場
に
10
月
13
日
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
代
官
役
は
大
泉
逸
郎
さ
ん
。
66
人
を
引
き
連
れ
て
越
後
善
光
寺
か

ら
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
で
代
官
献
上
米
行
列
を
行
い
、
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
ア
ン

コ
ー
ル
に
応
え
る
な
ど
集
ま
っ
た
方
を
魅
了
し
ま
し
た
。

富
く
じ
で
は
旅
行
券
や
テ
レ
ビ
な
ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る
た
び
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

お
化
け
屋
敷
や
各
種
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う

に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

越
後
に
し
か
わ
時
代
激
ま
つ
り 

越
後
に
し
か
わ
時
代
激
ま
つ
り 

「お代官様、わしらが作ったお米でごぜえます。」
と代官に米を献上する農民。

越後善光寺から出発。

「はじめてカツラをつけてもらいました。思ったより重くて…。
でも、貴重な体験ができました。」

今
年
の
娘
役
の
皆
さ
ん
。
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越
後
に
し
か
わ
時
代
激
ま
つ
り

勢いよく餅をまく大泉代官。「皆のもの褒美を取らそう。」

秋晴れの下、芝生の上でゆっくりと家族で過ごす。

大
き
な
ス
ベ
リ
台
で
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
他
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

も
大
盛
況
で
し
た
。

富くじの抽選をする安沢町長。 多くの方が会場につめかけ、大変盛り上がりました。

10
月
12
日
（
土
）、
西
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
大
泉

逸
郎
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
ヒ
ッ
ト
曲
の
「
孫
」
や
新
曲
「
雪
の
最

上
川
」
な
ど
を
熱
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
吉
田
町
出
身
の
上
杉
香
緒
里
さ

ん
や
チ
ャ
ン
・
ス
ー
さ
ん
も
出
演
し
ま
し
た
。

会
場
は
約
１，
３
０
０
人
の
観
客
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
歌
に
合
わ

せ
て
手
拍
子
が
起
こ
る
な
ど
と
て
も
盛
況
で
し
た
。

ステージ上で話をする大泉さん（写真：中央左）。上杉さん
（写真：右）とともに会場を盛り上げました。
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■文芸欄への投稿は、毎月20日までにどうぞ。作品は１人１首（句）以内です（編集一任させていただきます）。
難しい漢字や特別な読み方をする漢字には、ふりがなをふってください。

満
月
は
山
道
照
ら
し
中
天
に

渡
辺
　
湖
生

石
段
を
登
り
つ
め
れ
ば
萩
の
風

星
　
　
良
三

人
肌
の
酒
が
こ
ひ
し
き
十
三
夜

森
　
　
　
武

咲
き
こ
ぼ
れ
白
萩
夕
日
に
冴
え
に
け
り山

際
　
伝
市

秋
日
和
箪
笥
の
あ
と
の
青
畳

山
田
八
千
代

言
ひ
忘
れ
悔
い
思
い
出
す
月
の
夜

吉
川
　
志
介

満
月
に
ふ
と
口
づ
さ
む
童
歌

渡
辺
　
紅
華

夜
明
け
か
と
思
え
る
窓
は
月
あ
か
り

市
橋
　
金
吾

夢
を
見
て
夜
半
に
覚
む
る
や
窓
の
月

加
藤
　
静
江

名
月
や
気
ま
ぐ
れ
雲
に
さ
え
ぎ
ら
れ

川
崎
　
　
實

月
明
り
む
か
し
な
が
ら
の
路
地
を
行
く小

林
　
正
義

子
雀
や
ね
ぐ
ら
の
森
も
十
三
夜

笹
川
カ
ツ
ヨ

手
放
せ
ぬ
薬
袋
や
乱
れ
萩

関
　
　
芙
美

納
骨
や
念
珠
く
も
ら
す
秋
あ
か
ね

福
島
　
阿
支

俳
句

花
こ
と
ば
「
不
老
長
寿
」
の
葉
鶏
頭
朝
の

庭
に
炎
の
ご
と
く
見
ゆ

水
野
　
シ
ヅ

い
っ
せ
い
に
ト
キ
草
咲
か
む
散
歩
み
ち
花

に
会
い
た
く
遠
回
り
せ
り

朝
妻
　
シ
ン

心
こ
め
笑
顔
と
言
葉
に
気
を
配
り
敬
老
会

の
受
付
け
に
立
つ

加
藤
ト
シ
子

校
庭
の
甘
柿
に
き
て
椋
鳥
の
声
さ
わ
が
し

き
土
曜
の
午
後
を

市
川
　
和
子

鉄
塔
を
な
ぎ
倒
し
た
る
秋
台
風
木
犀
一
夜

に
散
り
失
せ
に
け
り

森
　
　
　
武

コ
ス
モ
ス
の
花
揺
れ
や
さ
し
越
後
路
の
良

寛
の
里
静
か
に
暮
れ
ゆ
く

青
葉
　
　
香
　

ど
こ
と
な
く
淋
し
さ
誘
ふ
か
彼
岸
花
の
人

気
な
き
地
に
咲
き
て
ゐ
た
れ
り

大
野
　
友
子

風
と
来
て
肩
に
止
ま
り
し
赤
と
ん
ぼ
共
に

見
や
る
か
澄
む
青
空
を

桜
　
み
な
よ

夕
昏
れ
に
田
の
径
歩
み
て
し
み
じ
み
と
孫

を
思
へ
り
風
に
吹
か
れ
て

松
島
え
り
か

と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
の
花
風
に
ゆ
れ
そ

の
し
な
や
か
さ
我
も
持
ち
た
し

上
山
　
恵
子

短
歌

先
日
福
祉
会
館
講
堂
で
「
西
川
町
を
中
心
と
す
る
西
川
町
ゆ
か
り
の
文

人
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
、
町
内
外
か
ら
４
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
い
、
故
人
の

文
人
の
遺
作
等
に
み
と
れ
て
い
ま
し
た
。

図
録
集
（
写
真
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
会
館
（
@
88
―
２
３
３
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

田
子
さ
ん
の
講
演
会
の
様
子

図録集



私
が
、
こ
の
海
外
研
修
に
参
加
し
た
理

由
は
他
の
国
へ
行
っ
て
み
た
い
と
前
か
ら

思
っ
て
た
し
、
日
本
以
外
の
文
化
や
街
並

を
見
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
と
季
節
が

反
対
で
少
し
肌
寒
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、

日
本
の
よ
う
に
雪
は
降
っ
て
な
か
っ
た
の

で
と
て
も
過
ご
し
や
す
か
っ
た
で
す
。オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
３
日
間
で
す
。

３
日
間
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
と
て
も

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
所

へ
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
し
、
最
後
の
日

は
海
へ
行
き
、
ボ
ー
ト
や
船
に
も
乗
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
れ

ば
、
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
日
本
に
と
て
も

興
味
が
あ
る
よ
う
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

日
本
食
の
店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
で

西川中２年
嶋　沙織さん

す
。
お
寿
司
の
店
や
お
好
み
焼
き
の
店
が

あ
っ
て
、
最
初
は

″こ
こ
は
本
当
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
？
″
っ
て
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
は
、

コ
ア
ラ
を
見
た
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、

ぜ
っ
た
い
に
見
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ン
ガ
ル
ー
な
ど
す
ぐ
そ
ば
ま
で
行
っ
て

さ
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
と
て
も
い
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た

で
す
。
こ
う
い
う
機
会
は
、
た
ぶ
ん
な
い

と
思
う
の
で
良
い
経
験
で
し
た
。
も
う
一

度
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
今
回
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
所
を
見
て
み
た
い

で
す
。

海
外
研
修
に
参
加
し
て

７
月
31
日
か
ら
、
８
月
７
日
ま
で
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、
一
番
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
牧
場
へ
行
っ
た
こ
と

で
す
。
牧
場
で
は
、
羊
の
毛
が
り
を
見
た

り
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
投
げ
な
ど
を
し
ま
し
た
。

ブ
ー
メ
ラ
ン
は
、
あ
ま
り
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ム
チ
打
ち
は
、
け
っ
こ

う
こ
つ
が
つ
か
め
ま
し
た
。
羊
の
毛
が
り

で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
は
、
羊
の
毛
を
た

く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
羊
に
し
わ
を
つ
け

て
い
た
こ
と
で
す
。
羊
の
毛
を
み
て
み
る

と
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
で
き
る
ぐ
ら
い
た
く

さ
ん
と
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
子
ど
も
と
い
っ

し
ょ
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
外

国
も
日
本
と
変
わ
ら
な
い
ん
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。
反
対
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

誕
生
日
で
も
電
話
し
て
家
族
み
ん
な
で
歌

西川中２年
田中　綾さん

を
歌
っ
た
り
、「
お
め
で
と
う
」
と
い
っ
た

り
し
て
、
日
本
と
は
ち
が
う
な
と
思
い
ま

し
た
。

中
学
校
訪
問
で
は
、「
こ
ん
に
ち
わ
」

と
日
本
語
で
声
を
か
け
て
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
音
楽
室
へ
行
く
と
一
つ
年

上
の
女
の
子
た
ち
が
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

と
っ
て
も
大
人
っ
ぽ
か
っ
た
で
す
。

他
に
も
、
街
並
み
が
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
っ

た
り
、
冬
な
の
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い

た
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
が
多
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
全
部
楽
し
か
っ
た
し
、
い
ろ

い
ろ
思
い
出
が
で
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
行
き
た
い
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ行

っ
て

青少年海外研修 in オーストラリア 

11

街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ
・
研
修
事
業
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この手紙は、平成13年度に西川町青少年問題協議会が募った「短い手紙」の作品です。
なお、学校・学年は、応募当時のものです。

お母さん、いつもおこっているけど、本当

は、わたしが後でこまらないようにおこって

くれているんだよね。

升潟小学校　４年

山木　美穂

ときどき、仕事の帰りがおそいお父さん。

あんまり、あわないけど、お休みの日には、

たくさんあそぼうね。

鎧郷小学校　５年

本間　　陽

●保育園の概要● ― 平成15年度 ― 

保 育 園 名  
公立 
・ 
私立 

　 
定員 

受入れ 
0歳児 
（か月） 

所 在 地  
一般開園時間 

平　日 土曜日 

延長保育時間 一時 
保育 
事業 

育児 
相談 
等 

障害児 
保育 
事業 

電話 
番号 平　日 土曜日 

曽根保育園  

みずほ保育園 

鎧郷保育園  

升潟保育園  

私立 

私立 

私立 

私立 

大字曽根829 
（見　帯） 7：00～18：00 7：00～11：30 18：00～19：30 11：30～17：30

7：15～18：00 7：15～12：00 18：00～19：00 12：00～17：30

7：20～18：00 7：20～13：00 18：00～19：15 13：00～19：00

7：30～18：00 7：30～12：00 18：00～19：00

大字曽根929 
（八番町） 
大字下山408 
（下　山） 
大字大潟村古新田384 
（大　潟） 

120 

60 

90 

90

2か月 

2か月 

2か月 

10か月 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

◯ 

88-2112 

88-3747 

88-2286 

88-2518

※詳細については、各保育園にお尋ねください。 

平
成
15
年
度
の
保
育
園
の
入
園

申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま

す
。新

し
く
入
園
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

日
　
時

11
月
13
日
〜
22
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

受
　
付

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉

係

申
込
書
に
添
付
す
る
も
の

・
就
業
証
明
書
（
会
社
等
に
勤
務

し
て
い
る
人
）

・
生
業
証
明
書
（
自
営
業
や
農
業

を
営
ん
で
い
る
人
）

・
内
職
証
明
書
（
内
職
の
た
め
家

庭
内
で
保
育
が
で
き
な
い
人
）

・
医
師
の
証
明
書
（
家
庭
内
で
看

護
を
要
す
る
人
が
い
る
場
合
）

※
　
就
業
証
明
書
、
生
業
証
明
書
、

内
職
証
明
書
の
用
紙
は
、
役
場

保
健
福
祉
課
及
び
各
保
育
園
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

定
　
員

曽
根
保
育
園
　
　
120
名

み
ず
ほ
保
育
園
　
60
名

鎧
郷
保
育
園
　
　
90
名

升
潟
保
育
園
　
　
90
名

希
望
す
る
保
育
園
に
入
園
希

望
者
が
集
中
す
る
場
合
に
は
、

入
園
希
望
先
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

入
園
基
準

保
護
者
が
勤
務
等
の
た
め
保

育
に
あ
た
ら
れ
な
い
乳
幼
児

・
昼
間
に
仕
事
を
し
て
い
る

・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
ま
も

な
い

・
病
気
、
介
護
等

入
園
決
定

来
年
２
月
の
予
定
で
す
。

保
育
料保

育
料
に
つ
い
て
は
、
父
母

（
父
母
の
所
得
が
少
な
い
場
合

は
、
園
児
と
生
計
を
同
一
に
す

る
祖
父
母
を
含
む
場
合
も
あ
り

ま
す
）
の
所
得
税
課
税
額
の
合

計
に
よ
り
国
の
示
す
基
準
額
を

基
に
算
定
し
ま
す
。

そ
の
他年

度
の
途
中
に
お
い
て
乳
幼

児
の
入
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
保

育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。入

園
申
込
書
の
用
紙
は
、
役

場
保
健
福
祉
課
の
窓
口
及
び
各

保
育
園
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
係

内
線
１
４
２
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西 川 町 役 場
保健センター
公 民 館
ガ ス 水 道 課
デイサービスセンター
在宅介護支援センター
テレホンガイド
教育相談（専用）

@88－3111n
@88－5311
@88－2334
@88－2144
@88－5666
@88－5666
@88－6666
@88－3031

お
知
ら
せ
・
情
　
報

11月の納税
●納税する税目
国民健康保険税（第8期分）
介護保険料（第8期分）

●納　期　限
12月２日（月）

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関へ納
めてください。
・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。
・口座振替日は12月２日（月）です。振替できなかった方
の再振替日は、郵便局の方12月10日（火）、その他の金融
機関の方は、12月16日（月）となっています。
・口座振替のおすすめ
納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。
手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

・納期限までに忘れずに
納税しましょう。

″ク
リ
ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
″

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
あ
と
少
し
で

す
。
お
花
を
飾
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス

ま
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

小
さ
い
お
子
様
連
れ
や
今
回
の

み
の
参
加
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

時
　
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
　
所

福
祉
会
館
「
講
堂
」

持
ち
物

軍
手
、
エ
プ
ロ
ン

費
　
用

２，
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
締
切
　
11
月
20
日
（
水
）

申
込
先

公
民
館
@

88
―
２
３
３
４

西
　
屋
@

88
―
７
６
１
７

11
月
の
予
定

●
11
月
30
日
（
土
）

日
　
時

12
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
は
正
午
か
ら
）

会
　
場

福
祉
会
館

内
　
容

・
講
演

「
地
元
産
大
豆
を
使

っ
た
豆
腐
製
造
に
つ

い
て
」

巻
町
　
相
馬
透
さ
ん

・
消
費
者
交
流
会

「
地
域
農
産
物
の
地

域
内
消
費
拡
大
に
つ

い
て
」
グ
ル
ー
プ
ト

ー
ク

そ
の
他

・
農
産
加
工
品
等
販
売

正
午
〜
１
時

主
　
催

西
蒲
原
農
村
女
性
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

西
蒲
原
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー

西
蒲
原
農
業
改
良
普
及

事
業
協
議
会

申
込
先

農
政
課
振
興
係

内
線
１
６
２

申
込
期
限

11
月
18
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ西

蒲
原
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー

@
72
―
０
９
４
５

※
　
保
育
ル
ー
ム
設
置
予
定
で
す
。

利
用
予
定
の
方
は
事
前
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。

10月３日に西川町保健センターにおい
て、「巻保健所管内食生活改善推進委員
ブロック別研修会」が開催されました。
午前は「子どもの健康を考えた朝食と

おやつ」をテーマに、調理実習を行いま
した。他町村の委員の方々と合同で各班
に分かれ、ごはんを使って手軽にできる
お好み焼きなど数品を調理しました。会
食は、お互いに意見交換をしながら和気
あいあいと進められました。
午後は、県主催で中之口村で開催され

る「健康フェア」の展示について話し合
い、活発な意見が出されました。その後
関崎先生のご指導で「普段使わない筋肉
を動かそう」と題してレクリエーション
ダンスをしました。錆びついた頭と体で
悪戦苦闘の私も、終わり頃には軽快なリ
ズムに乗り楽しく動くことができました。
少子高齢化社会が進んでいる今日、次

代を担う子どもたちの食事の大切さや、
私たち中高年も健康な老後を迎えるため
に、継続的な運動が大切なことを改めて
感じた一日でした。

「食生活改善推進委員
研修会に参加して」

大塚　喜江さん

食
を
通
じ
た
農
業
者
と
消
費
者
の
交
流
会 



14

廃
棄
物
処
理
法
の
改
正
に
よ

り
、
焼
却
炉
の
構
造
基
準
が
強
化

さ
れ
、
12
月
１
日
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
妙
有
院
に
あ
る

小
型
焼
却
炉
の
使
用
を
11
月
30
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

12
月
以
降
に
、犬
・
猫
等
の
ペ
ッ

ト
の
火
葬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

民
間
の
ペ
ッ
ト
霊
園
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

巻
町
外
三
ヶ
町
村
衛
生
組
合
事
務
局

@
72
―
３
１
３
１
（
内
線
３
２
２
）

妙
有
院

妙
有
院
の
小
型
焼
却
炉

小
型
焼
却
炉 

　
　
　
　 

を
廃
止
し
ま
す

を
廃
止
し
ま
す 

妙
有
院

妙
有
院
の
小
型
焼
却
炉

小
型
焼
却
炉 

　
　
　
　 

を
廃
止
し
ま
す

を
廃
止
し
ま
す 

日時：11月23日（土）～25日（月） 
　　　午後1時～午後7時 
電話：025－263－7493

●予約受付 

●相談会 

日時：12月8日（日） 
　　　午前10時～午後5時 
場所：新潟大学五十嵐キャンパス法文棟 
内容：係争中の事件を除く民事事件 
　　　（賃貸借・土地・離婚・相続など） 

　新潟大学法学部では毎年恒例の無 
料法律相談会を開催します。 
　相談は、予約が必要です。 

　来春高校卒業予定者が主対象です。 
年齢制限　高卒見込～21歳未満 
試 験 日　11月２日～３日（防医大） 
　　　　　11月９日～10日（防大） 
試 験 地　新潟市 
問い合わせ 
　　　自衛隊新潟地方連絡部 
　　　加茂募集事務所 
　　　加茂市神明町２－12－７ 
　　　　　0256－52－5222

転
ん
だ
と
き
に
よ
く
ぶ
つ
け
る
の
は
上
の
前
歯
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
と
大
人
で
は
症
状
が
違
い
ま
す
の
で
、

分
け
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

子
ど
も
の
場
合
は
歯
の
周
り
の
骨
が
軟
ら
か
い
た
め
、
脱
臼

（
歯
が
抜
け
落
ち
る
）、
あ
る
い
は
亜
脱
臼
（
伸
び
出
し
て
グ
ラ
グ

ラ
す
る
）
と
い
う
症
状
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
、

脱
臼
し
た
場
合
は
歯
の
根
の
部
分
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
水
で

洗
い
流
し
た
の
ち
、
ぬ
れ
た
ガ
ー
ゼ
で
包
む
か
、
生
理
食
塩
水
や

牛
乳
に
浸
し
て
歯
科
医
院
に
持
参
し
、治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

処
置
が
早
け
れ
ば
元
の
よ
う
に
戻
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
人
の
場
合
は
歯
が
折
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

前
歯
の
場
合
、
中
の
神
経
の
形
が
歯
の
両
脇
に
張
り
出
し
て
い
る

た
め
、神
経
組
織
ま
で
破
折
が
及
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
顎
の
下
か
ら
ぶ
つ
け
た
場
合
、
顎
の
骨
が
折
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
顎
の
関
節
部
分
に
障
害
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
時
間
が
経
っ
て
か
ら
症
状
の
出
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
検
査
と
、
特
に
症
状
は
な
く
て
も
そ
の
後
の
観
察
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

最
近
で
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
空
手
な
ど
の
激

し
い
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
歯
の
け
が
や
骨
折
の
予
防
と
し
て
、
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
歯
科

医
院
で
一
人
ひ
と
り
の
歯
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
、
よ
り
高
い
密
着

性
と
装
着
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）

転
ん
で
歯
を
強
く
打
ち
、
抜
け
て
し
ま
っ
た
と
き
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

７月17日、新川の故池田正一さんが、叙勲の栄誉に浴しま
した。
池田さんは、昭和35年に西川町議会議員に初当選し、７期

23年の永きにわたり町議会議員として在職され、地方行政の
振興に尽くされた功績により、勲六等単光旭日章を受章され
ました

故　池田正一さん 
勲六等単光旭日章を受章 勲六等単光旭日章を受章 勲六等単光旭日章を受章 

西
川
町
近
郷
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
参
加
を
呼
び
か

け
、
第
13
回
ふ
れ
あ
い
カ
ッ
プ
７

人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

12
月
１
日
（
日
）

会
　
場

西
川
中
学
校
体
育
館
ほ
か

参
加
資
格

西
川
町
在
住
、
在
勤

の
方
（
学
生
等
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成
（
７
人
制
）

一
般
の
部
、
女
子
の
部
と

も
監
督
１
人
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
１
人
、
選
手
12
人
以

内
と
す
る
。

参
加
費

１
チ
ー
ム
　
２
千
円

申
込
み

11
月
20
日
ま
で
に
公
民

館
（
@
88
―
２
３
３
４
）

へ
。



水道指定店
（指定給水装置工事事業者）

変更のお知らせ
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お
知
ら
せ
・
情
　
報

10.3
浄水場内ろ過池砂入替
工事

槇　　島
地　　内 1,092

14.10.４
〜

14.10.24
㈱正祐総業9.24

水道老朽管敷設替工事
（一番町工区）

一 番 町
地　　内 9,240

14.９.26
〜

14.12.20

㈱志登屋
工業

10.4
集落排水第２号集落排
水工事

中　　島
地　　内 11,550

14.10.４
〜

14.12.27
遠藤建設㈱9.24

ガス・水道老朽管敷設
替工事（升岡工区）

升　　岡
地　　内 8,820

14.９.26
〜

14.12.20

㈱渡辺設備
工業

10.2
浄水場内配水管等塗装
工事

槇　　島
地　　内 2,625

14.10.３
〜

14.11.15

㈱水倉組
巻支店

入札日 工　事　名 場　所 工事費 工 期 業者名

入札結果公表 （百万円以上）

入札日 工　事　名 場　所 工事費 工 期 業者名

11月11日～
11月24日

子育てテレホンサービス
@88－5560

今回の期間と内容は次のとおりです。
24時間いつでもご利用いただけます。

期　間 内　容

幼児とウソ

※問い合わせは、曽根保育園
（@88－2112）までお願いし
ます。

毎月第４水曜日に住民票等
交付窓口を午後７時まで延長
しています。（11月は27日で
す。）
取扱業務は、
戸籍謄・抄本／住民票／印

鑑登録／印鑑証明／年金現況
証明です。
どうぞご利用ください。

住民課窓口からの
お知らせ

次の業者が平成14年10月８
日付けで指定事項を変更しま
したのでお知らせします。

（商号の変更）
変更前　㈱田辺組
変更後　㈱新潟コンステック

千円 千円

新
潟
県
立
自
然
科
学
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
巡
回
展
★

「
バ
ラ
ン
ス
グ
ロ
ー
ブ
」

12
月
20
日
（
金
）
ま
で
開
催

（
内
容
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

発
電
側
と
消
費
側
に
分
か
れ
た
８

つ
の
操
作
パ
ネ
ル
か
ら
暮
ら
し
や

す
い
地
球
の
環
境
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

ト
し
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

や
環
境
と
の
関
係
を
紹
介
し
ま

す
。

★
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組
★

「
あ
な
た
も
名（
迷
）

カ
メ
ラ
マ
ン
？
」

12
月
１
日
（
日
）
ま
で
開
催

（
内
容
）
色
と
り
ど
り
の
星
が
散

り
ば
め
ら
れ
た
天
体
写
真
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
ね
。
自
分
で
も
撮

影
で
き
た
ら
と
思
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
今
回
の
番
組
で

は
、
ア
ニ
メ
に
よ
る
物
語
の
中
で

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
、
カ
シ
オ
ペ
ア

座
な
ど
の
秋
の
星
座
を
解
説
す
る

と
と
も
に
、
簡
単
な
天
体
写
真
が

撮
影
で
き
る
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と

し
た
コ
ツ
を
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介

し
ま
す
。

11
月
の
休
館
日

11
日（
月
）、
18
日（
月
）、
19

日（
火
）、
25
日（
月
）

名　称 内　　　容 時　間 対象・定員等 料　金 場　所 開催日 

からくりの世界 

（サイエンスボランティアに 
よる工作教室） 

（サイエンスボランティアに 
よる実験教室） 

茶運び人形、段返り人形 
などのからくり人形の実 
演をします 

①１３：００～ 
②１４：００～ 
③１５：００～ 

入館者 
各回４０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

講堂 
（1階） 

分光器で虹を見よう 手作りの分光器でいろい 
ろな光を見てみよう 

①１３：００～ 
②１４：００～ 
③１５：００～ 

入館者 
各回２４名 
当日先着 

入館料の 
ほかに 
１００円 

サイエンス 
ラボラトリー 
（3階） 

おもしろ天気の話 インターネットを使って 
天気予報の話をします 
今回のテーマは冬将軍です 

①１３：００～ 
②１５：００～ 

入館者 
各回２４名 
当日先着 

入館料 
のみ 

科学室 
（1階） 

プラネタリウム 
星空散歩 

プラネタリウムを使って、 
11月・12月の星空や天 
文現象を紹介します 

１５：４０～ 
　　１６：２０ 

入館者 
２１０名 
当日先着 

入館料 
のみ 

プラネタリ 
ウムドーム 

※　都合により、一部変更または中止する場合があります。 

１１月１７日 
（日） 

１１月２４日 
（日） 

１１月３０日 
（土） 

問い合わせ　@（025）283－3331 新潟県立自然科学館
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わ が 家 の 人 気 者

町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口に届出の際にお申し出ください。

　男 
　女 
　計 
 
世帯数　3,497　 

転　入 
転　出 
出　生 
死　亡 

28人 
37人 
6人 
12人 

 6,080人 
 6,561人 
 12,641人 

 
 

（前月比－15） 

（前月比＋0） 

（10月末日現在） 

【談】 わたしは、「升潟の自然大好き」という絵をかきました。
学校のプラタナスの木の上で友だちと遊んでいるところです。
がんばったことは、一枚一枚の葉っぱをていねいにかいた

ことです。むずかしかったところは、根っこのあなの色です。
根っこのあなの部分がはっきりわかるように、何色を使った
らいいかまよいました。でも、できあがったら、あながはっ
きりわかるようになってよかったです。わたしなりにきれい
な絵ができました。

升潟小学校４年

長谷川　葵 さん
（中作）

かのこはおてんばで、毎日いたずらばかりしています。
ネコのしっぽをひっぱったり、すきを見ては勝手に階段を
登ったり目がはなせません。
4月にはお姉さんになるのだから、もう少しやさしい女

の子になってネ。
大西　和紀さん（東町）

京子さん

大
西
　
か
の
こ
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

真　島　　塁
るい

川　崎　姫
ひ

菜
な

乃
の

坪　井　　茜
あかね

佐　藤　郁
いく

人
と

／

／

／

／

／

／

／

／

／

おくやみ

うぶごえ
名　　前 誕生日 保護者 町　内

／

／

／

／

和　也

淳

徹

一　志

押 付

升潟団地

大 関

六 分

18

21

21

25

小　林　幸一郎

捧　　　新　一

橋　一　　

小　川　　　枝

片　桐　忠　男

深　澤　　　桂

渡　邊　キ　ミ

本　間　マ　サ

玉　木　年　衛

名　前

73

66

70

76

79

64

88

95

74

年齢

本　人

本　人

本　人

文　幸

本　人

昭　司

本　人

興　二

本　人

亡くなった日 世帯主

下 山

升潟団地

平 野

大 潟

新栄町

二番町

九番町

升 岡

町　内
9

9

9

10

10

10

10

10

10

24

27

28

3

5

11

11

12

17

9

9

9

9

ごけっこん

（五十嵐） 悟　
伊　藤　早　苗　

阿　部　智　樹
（ 野）妙　子

岡　村　雅　俊
（風間）裕　佳

名前（旧　姓）

伊藤　モヨ

野　辰美

岡村　政夫

世帯主

浦 村

川崎団地

旗 屋

町　内

88

▲


